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上尾伊奈資源循環組合告示第１号 

 

令和８年上尾伊奈資源循環組合議会２月定例会を次のとおり招集する。 

 

 令和８年１月２９日 

                                  

      上尾伊奈資源循環組合管理者  畠 山  稔      

                                  

１ 期 日  令和８年２月５日 

                                  

２ 場 所  上尾市役所議会棟４階 全員協議会室 
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  令和８年上尾伊奈資源循環組合議会２月定例会会議録 

 

 〇議事日程（第１号） 

  令和８年２月５日（木曜日） 午前９時３０分開議 

  開会 

  開議 

   第 １ 新任議員の紹介 

 第 ２ 仮議席の指定 

第 ３ 議長の選挙 

第 ４ 議席の指定 

第 ５ 会議録署名議員の指名 

第 ６ 会期の決定 

第 ７ 諸般の報告 

第 ８ 管理者提出議案（議案第１号から議案第３号）の報告、上程、説明 

   第 ９ 管理者提出議案（議案第１号から議案第３号）に対する質疑 

   第１０ 管理者提出議案（議案第１号から議案第３号）の討論、採決 

   第１１ 一般質問 

  閉会 

           —―――――――――――――――――――― 

 〇出席議員（８名） 

     １番  坂 東  知 子 議員   ２番  井 上  淳 子 議員 

     ３番  樋 口   敦  議員   ４番  井 上  智 則 議員 

５番  新 道  龍 一 議員   ６番  大 室   尚  議員 

     ７番  髙 橋  まゆみ 議員   ８番  五 味  雅 美 議員 

—――――――――――――――――――――― 

 〇欠席議員（なし） 

—――――――――――――――――――――― 

 〇説明のため出席した者 

       畠 山   稔  管理者   大 島   清  副管理者 

       林 田  史 浩 局長    斉 藤  雅 之 次長 

—――――――――――――――――――――― 

〇事務局職員出席者 

       書 記 長  林 田  史 浩 

       書   記  尾 台  慎 也 

       書   記  井 出  義 広 

       書   記  城 田  博 之 
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—――――――――――――――――――――― 

午前 ９時 ３０分 開会及び開議 

△開会及び開議の宣告 

○五味雅美副議長 みなさん、おはようございます。ただいまから、令和８年上尾伊奈資源

循環組合議会２月定例会を開会し、ただちに本日の会議を開きます。 

—――――――――――――――――――――― 

          △新任議員の紹介 

○五味雅美副議長 議事に先立ち、先般、上尾市において本組合議会議員の交代がなされ、

去る１月２３日付で新たに、坂東知子議員、樋口敦議員、大室尚議員が就任されましたの

で紹介します。自席で挨拶をお願いいたします。坂東知子議員。 

○坂東知子議員 はじめまして。この度、上尾伊奈資源循環組合の議会議員となりました、

坂東知子といいます。この議会は、とても大切だと思いますので、慎重に審議していきた

いと思います。よろしくお願いいたします。 

○五味雅美副議長 ありがとうございます。樋口敦議員。 

○樋口敦議員 樋口敦です。よろしくお願いいたします。 

○五味雅美副議長 ありがとうございます。大室尚議員。 

○大室尚議員 大室尚でございます。どうぞ、よろしくお願い申し上げます。 

○五味雅美副議長 ありがとうございます。 

—――――――――――――――――――――― 

          △仮議席の指定 

○五味雅美副議長 この際、議事の進行上、新たに本組合議会議員に選任されました議員の

仮議席を指定します。仮議席は、ただいま着席の議席を指定します。 

—――――――――――――――――――――― 

△議長の選挙 

○五味雅美副議長 これより、議長の選挙を行います。 

お諮りいたします。選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定に

より、指名推選としたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

【「異議なし」と言う人あり】 

 

○五味雅美副議長 異議なしと認めます。 

よって、選挙の方法は指名推選とすることに決しました。 

  お諮りいたします。指名の方法については、推選される方をお諮りしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

 

【「異議なし」と言う人あり】 
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○五味雅美副議長 異議なしと認めます。よって、推選された方を副議長において指名する

ことに決しました。どなたか推選される方はいらっしゃいますでしょうか。 

 ４番、井上智則議員。 

○井上智則議員 新道龍一議員を推選したいと思います。 

○五味雅美副議長 ただいま、新道龍一議員との声がありましたので、上尾伊奈資源循環組

合議会議長に新道龍一議員を指名いたします。 

お諮りいたします。ただいま副議長において指名いたしました新道龍一議員を議長の

当選人と定めることにご異議ありませんか。 

 

【「異議なし」と言う人あり】 

 

○五味雅美副議長 異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました新道龍一議員 

 が議長に当選されました。 

ただいま議長に当選されました新道龍一議員が議場におられますので、本席から会議

規則第３２条第２項の規定により、当選の告知をいたします。議長に当選されました新道

龍一議員から承諾のご挨拶をお願いいたします。 

 

【新道龍一議員 登壇】 

 

〇新道龍一議長 ただいま、皆様からご推挙をいただきました、新道龍一でございます。ス

ムーズな議事運営に努めてまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○五味雅美副議長 それでは新道龍一議員には、議長席にお着き願います。 

 

【新道龍一議長 議長席に着く】 

 

—――――――――――――――――――――― 

          △議席の指定 

〇新道龍一議長 これより、議席の指定を行います。新たに本組合議会議員に選任されまし

た議員の議席を会議規則第４条第１項の規定により、議長において指定いたします。 

議席は、ただいま着席の議席を指定いたします。 

—――――――――――――――――――――― 

          △会議録署名議員の指名 

○新道龍一議長 次に、会議録署名議員の指名を行います。４番、井上智則議員、６番、大

室尚議員、以上、２名を指名いたします。 
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—――――――――――――――――――――― 

          △会期の決定 

○新道龍一議長 次に、会期決定の件を議題とします。 

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日１日としたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

 

【「異議なし」と言う人あり】 

 

○新道龍一議長 異議なしと認めます。したがって、会期は、本日１日と決定しました。 

なお、本日の会議日程は、お手元に配付してあるとおりですので、ご了承願います。 

—――――――――――――――――――――― 

          △諸般の報告 

○新道龍一議長 この際、諸般の報告を行います。地方自治法第１２１条第１項の規定によ

り、説明のため、管理者、副管理者その他関係職員の出席を求めておりますので、ご了承

願います。 

次に、行政視察の結果につきましては、報告書としてお手元に配付しておきましたので、 

ご了承願います。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

—――――――――――――――――――――― 

          △提出議案の報告 

○新道龍一議長 次に、本定例会に管理者から、議案第１号から議案第３号の提出がありま

したので、ご報告いたします。なお、議案は、お手元に配付しておきましたのでご了承願

います。 

—――――――――――――――――――――― 

          △提出議案の上程及び説明 

○新道龍一議長 次に、本定例会に管理者から提出されました、議案第１号から議案第３号

まで議案３件を議題といたします。管理者から、提出議案に対する説明を求めます。 

畠山管理者。 

 

【畠山稔管理者 登壇】 

 

○畠山稔管理者 皆様、おはようございます。 

さて、本日ここに令和８年２月定例会を招集申し上げましたところ、議員各位にはご出

席を賜り、深く感謝を申し上げます。 

それでは、本定例会でご審議いただきます提出議案につきまして、その概要についてご

説明をいたします。提出議案は、予算が１件、条例が２件、合わせて３件の審議をお願い
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するものでございます。 

まず、議案第１号 令和８年度上尾伊奈資源循環組合一般会計予算でございますが、昨

年９月に策定しました、令和８年度予算編成方針において、将来を見据えた持続可能な施

設の検討、新施設の建設計画のマネジメント、ＤＸの活用の３つを基本方針として定めま

した。その基本方針に基づき予算編成を行った結果、予算規模は１億８，８５９万７，０

００円となってございます。 

続きまして、議案第２号 上尾伊奈資源循環組合ごみ広域処理施設整備運営事業者選

定委員会条例の制定についてでございますが、組合が発注する新たなごみ広域処理施設

の整備及び運営を行う事業者の選定を、公正かつ適正に行うため、上尾伊奈資源循環組合

ごみ広域処理施設整備運営事業者選定委員会を新たに設置いたします。 

続きまして、議案第３号 上尾伊奈資源循環組合特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定についてでございますが、上尾

伊奈資源循環組合ごみ広域処理施設整備運営事業者選定委員会の設置に伴い、委員の報

酬額について所要の改正を行うものでございます。 

私からは以上でございますが、議案の詳細につきましては局長から説明いたしますの

で、よろしくお願いいたします。 

—――――――――――――――――――――― 

          △提出議案に対する細部説明 

○新道龍一議長 続いて、提出議案に対する細部説明を求めます。 

林田局長。 

 

【林田史浩局長 登壇】 

 

○林田史浩局長 議案第１号から第３号について順次ご説明いたします。 

  初めに、議案第１号 令和８年度上尾伊奈資源循環組合一般会計予算についてご説明

いたします。恐れ入りますが、令和８年度上尾伊奈資源循環組合一般会計予算書及び予算

説明書をご用意ください。 

一枚めくっていただき、１ページをお願いします。 

  第１条は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億８，８５９万７，０００円と定

めるものでございます。第２条は、債務を負担する行為をすることができる事項、期間、

及び限度額を定めるものでございます。詳細につきましては、７ページ以降の歳入歳出予

算事項別明細書にてご説明いたします。 

８ページをお願いします。歳入でございます。 

 １款分担金及び負担金、１項１目構成市町負担金１億６，８７５万円は、この後ご説明

いたします、歳出にかかる上尾伊奈両市町からの負担金で、歳入全体の８９．５％となっ

ております。なお、市町の負担割合は、１節議会費負担金については議員定数割で、上尾
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市８分の６、伊奈町８分の２、２節総務費負担金から４節予備費負担金まではそれぞれ２

分の１でございます。 

次に、２款国庫支出金、１項１目衛生費国庫補助金１，９５７万４，０００円は、廃棄

物処理施設の整備事業に要する経費に対し、国から交付される循環型社会形成推進交付

金で、歳入全体の１０．４％となっており、後ほどご説明いたします、歳出３款衛生費の

環境影響評価業務委託料、造成設計業務委託料及び施設整備運営事業者選定支援業務委

託料に対するものでございます。補助率は３分の１でございます。 

３款繰越金、１項１目繰越金２７万１，０００円は、令和７年度の循環型社会形成推進

交付金の繰り越し分で、令和７年度の交付金対象事業費が見込みよりも下回ったため、当

該交付確定額も当初の交付予定額から減額となりますが、当初の交付予定額に基づき交

付されるため、その差分が翌年度に繰り越されるものでございます。 

４款諸収入、１項１目預金利子、２項１目雑入につきましては、それぞれ預金利子、複

写機使用料を見込んでおります。歳入の説明は以上でございます。 

続きまして、歳出でございます。 

予算書９ページをお願いいたします。 

上の表、１款議会費の２４９万６，０００円は、議会運営事業としまして、組合議会議

員の報酬、旅費、また、議会運営に要する経費などでございます。 

次に、下の表、２款総務費合計の８，７７９万４，０００円は歳出全体の４６．６％で、

そのうち約９割が人件費でございます。表の右側の説明をご覧ください。組合管理運営事

業は、特別職の報酬や旅費、また、組合の管理運営に要する経費などでございます。 

１項１目一般管理費の内訳の主なものでございますが、１節報酬は正副管理者の報酬、

情報公開・個人情報保護審査会委員など各委員の報酬、１０ページに移りまして、１０節

需用費は組合事務局の光熱水費ほか事務運営に係る経費、１１節役務費は金融機関との

通信費や公用車の保険料など、１２節委託料は事務職員用パソコンやホームページ作成

支援システム、ネットワークシステムの保守委託料など、１３節使用料及び賃借料は財務

会計システムの使用料など、１８節負担金、補助及び交付金の派遣職員人件費負担金７，

８６９万６，０００円は両市町から組合へ派遣している職員の人件費でございます。 

２目公平委員会費、及び、次のページの１１ページ上の表、２項１目監査委員費はそれ

ぞれ、公平委員会の運営や定期監査などに必要な報酬、旅費などでございます。 

続きまして、下の表、３款衛生費の９，７３０万７，０００円は、歳出全体の５１．６％

となっております。表の右側の説明をご覧ください。施設建設準備事業としましては、ご

み広域処理施設の整備運営を担う事業者を選定するために必要な経費やごみ広域処理施

設の造成工事に関する設計業務や用地取得に関する調査に係る経費などでございます。 

１項１目施設建設費の内訳の主なものでございますが、１節報酬及び８節旅費につき

ましては、ごみ広域処理施設整備運営事業者を公平かつ適正に選定するため、必要な事項

について調査及び審議を行う、ごみ広域処理施設整備運営事業者選定委員会を新たに設
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置することに伴う委員への報酬、旅費でございます。なお、委員会の設置及び委員報酬額

の規定につきましては、議案第２号及び議案第３号でご審議いただく内容となっており

ます。 

１２節委託料の環境影響評価業務委託料は、上尾伊奈ごみ広域処理施設整備事業の実

施にあたり、事業が周辺に与える影響を予測・評価するとともに、関係機関及び地域住民

の意見等を踏まえ、埼玉県環境影響評価条例に基づく調査・手続きを行う業務委託料でご

ざいます。業務期間は、令和５年度から８年度までで、令和８年度におきましては、実施

した調査をもとに、環境影響を予測評価し、環境保全措置と事後調査計画を準備書として

公表し、さらに準備書への知事意見、住民意見を反映した評価書を公表する予定でござい

ます。なお、調査業務は令和７年度までで終了し、人件費が減少することから、前年度か

ら９，７９６万４，０００円の減額となり、歳出全体における減額の主な要因となってお

ります。 

１２節委託料の４つ目、物件調査積算業務委託料、その下、土地評価業務委託料、戻り

まして、１１節役務費の不動産鑑定評価につきましては、用地取得に必要な土地の鑑定評

価などを行うための委託料でございます。委託料の２つ目、地下水位観測業務委託料は、

ごみ広域処理施設の建設予定地周辺地域の地下水位の状況を調査する委託料でございま

す。その下、造成設計業務委託料は、造成工事に係る設計の委託料でございます。３つ下、

循環型社会形成推進地域計画策定支援業務委託料につきましては、循環型社会形成推進

交付金を受けるために必要となる現行の循環型社会形成推進地域計画は、令和８年度ま

での計画となっており、令和９年度からの第２期計画を策定するにあたり、専門家の支援

を受けるための委託料でございます。その下、施設整備運営事業者選定支援業務委託料は、

ごみ広域処理施設の整備・運営を担う事業者を選定するにあたり、発注準備から契約締結

までの一連の事務について、専門家の支援を受けるための委託料でございます。 

続きまして、１３節使用料及び賃借料は、住民説明会の会場借上料でございます。 

恐れ入りますが、３ページにお戻りください。第２表、債務負担行為でございます。先

ほどもご説明いたしました、地下水位観測業務委託料と、その下の用地取得業務委託料に

つきましては、いずれも複数年にわたり実施する業務であることから、債務負担行為とし

てその期間と限度額を定めるものでございます。 

なお、用地取得業務委託料につきましては、令和８年度に契約し業務委託を開始します

が、令和８年度に支払いが発生しないことから、令和８年度予算の歳出額には計上してご

ざいません。 

令和８年度一般会計予算書に基づく説明は以上でございますが、別冊に予算のポイン

トとしまして、令和８年度予算の規模や構成、３つの基本方針に基づく各事業の説明をま

とめておりますので後ほどご参照ください。 

議案第１号 令和８年度上尾伊奈資源循環組合一般会計予算の説明は以上でございま

す。 
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続きまして、議案第２号 上尾伊奈資源循環組合ごみ広域処理施設整備運営事業者選

定委員会条例の制定についてでございます。 

恐れ入ります、議案概要をご用意いただき１ページをお願いします。 

１の提案理由でございますが、新たなごみ広域処理施設の整備及び運営を行う事業者

の選定を公正かつ適正に行うため、附属機関として上尾伊奈資源循環組合ごみ広域処理

施設整備運営事業者選定委員会を設置するものでございます。 

２の内容でございますが、１、所掌事務につきましては、委員会は管理者の諮問に応じ、

事業者の選定方法や選定基準、事業者からの提案の審査などに関する事項について調査

及び審議を行い、その結果を管理者に答申する。また、事業者の選定方式として総合評価

一般競争入札方式を採用する場合は、地方自治法施行令第１６７条の１０の２第４項及

び第５項に規定されている学識経験者への意見聴取を兼ねるものとする。２、組織につき

ましては、委員会の委員は、６人以内をもって組織し、学識経験者、組合を組織する地方

公共団体の職員のうちから管理者が委嘱し、又は任命する。３、任期につきましては、委

嘱又は任命の日から組合が事業者と契約を締結した日までとする。４、条例の失効につき

ましては、事業者と契約を締結した日限り、その効力を失う、とするものでございます。 

３の施行期日は、公布の日でございます。 

議案第２号 上尾伊奈資源循環組合ごみ広域処理施設整備運営事業者選定委員会条例

の制定についての説明は、以上でございます。 

続きまして、議案第３号 上尾伊奈資源循環組合特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。 

議案概要の２ページをお願いします。 

１の提案理由でございますが、上尾伊奈資源循環組合ごみ広域処理施設整備運営事業

者選定委員会の設置に伴い、委員会の委員の報酬額を規定するものでございます。 

２の内容ですが、条例の一部改正内容といたしまして、上尾伊奈資源循環組合ごみ広域

処理施設整備運営事業者選定委員会の委員の報酬額といたしまして、委員長、日額１６，

０００円、委員、日額１５，０００円を追加で規定いたします。 

３の施行期日は、公布の日でございます。 

議案第３号 上尾伊奈資源循環組合特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例の制定についての説明は、以上でございます。 

  議案第１号から議案第３号の説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○新道龍一議長 以上で、提出議案に対する説明は終わりました。暫時休憩します。 

午前 ９時 ５７分 休憩 

—――――――――――――――――――――― 

            午前１０時 ４０分 再開 

○新道龍一議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

—――――――――――――――――――――― 
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          △提出議案に対する質疑 

○新道龍一議長 これより、提出議案に対する質疑を行います。 

質疑の通告がありますので、発言を許します。１番、坂東知子議員。 

【１番 坂東知子議員 登壇】 

   

○坂東知子議員 議席番号１番、坂東知子です。通告にしたがい質疑いたします。議案第 1

号 令和８年度上尾伊奈資源循環組合一般会計予算について伺います。 

  第２表、債務負担行為の用地取得業務委託料について、１，９１５万３，０００円の積

算根拠を教えてください。 

  また、一般会計予算説明書、歳出の３款衛生費、１項清掃費における施設整備運営事業

者選定支援業務委託料について、現在、公募型プロポーザルを実施していますが、参加資

格のある事業者はいくつありますか。 

  この委託業者選定のための評価委員会の委員は、どのような方でしょうか。 

  募集時の支援業務仕様書には、業務管理体制の技術管理者として、平成２７年度以降に

地方公共団体が発注する一般廃棄物処理能力が１日１００トン以上のゴミ焼却施設処理

施設の新設、更新に係るＰＦＩ方式、または、ＤＢＯ式の事業者選定支援業務を管理技術

者として完了した実績を１件以上保有することとあります。主任技術者も平成２７年度

以降に同種業務を完了した実績を１件以上有することとあります。選定方法の検討も支

援業務の一つに入っていますが、実際に運営会社を決定する際には、この管理者や主任技

術者の職歴等や支援業務実施事業者と全く関係、交流のない事業者が選ばれることにな

るのか、以上４点を教えてください。 

  続いて、議案第２号 上尾伊奈資源循環組合ごみ広域処理施設整備運営事業者選定委

員会条例の制定について、委員会は年何回、合計何回の開催を予定しているのか教えてく

ださい。 

 第３条第２項（１）の学識経験者とはどういった人を想定しているのか教えてください。 

  また、学識経験者と職員の人員比率は決めているのか教えてください。 

  概要には、調査、審議とありますが、現在策定中の上尾伊奈ごみ広域処理施設整備運営

事業者選定支援業務の事業者がある程度議論の内容を決め、その資料の調査、審議をする

のでしょうか。以上４点を教えてください。 

○新道龍一議長 １番、坂東知子議員の質疑に対する当局の答弁を求めます。 

斉藤次長。 

 

【斉藤雅之次長 登壇】 

 

○斉藤雅之次長 １番、坂東知子議員より質疑をいただきましたので、お答えいたします。 

  初めに、議案第１号につきまして順次お答えいたします。 
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用地取得業務委託料につきましては、公共施設の用に供する土地の取得及びあっせん

等の業務を受託できるのが土地開発公社のみであることから、埼玉県土地開発公社から

見積徴取し、その金額を参考に予算計上しております。 

  次に、施設整備運営事業者選定支援業務の参加資格のある事業者数につきましては、参

加要件である技術者の完了実績が各事業者の保有情報であり、公表されている情報では

ないことから事業者数の把握は困難な状況です。今回設定した要件については、本組合に

おいてプロポーザルを実施した施設整備基本構想や基本計画の策定支援業務においても

同様な要件を設定していたことや、他自治体を参考に設定しております。 

次に、評価委員会の委員は、組合事務局の局長、次長を含めた職員６名となります。 

  次に、整備運営事業者と事業者選定支援業務受託者は全く関係、交流がないかについて

でございますが、管理技術者や主任技術者には、同種業務を完了した実績を有することを

条件にしていることから、業務を遂行する上で必要と考えられる範囲内での関係や交流

はあったものと考えております。整備運営事業者の選定にあたり、特定の事業者の利益と

ならないよう組合事務局においても選定方法の検討を行い、整備運営事業選定委員会に

おいて公平かつ公正に審査、評価を行ってまいります。 

  続きまして、議案第２号につきまして順次お答えいたします。 

初めに、事業者選定委員会の開催予定回数ですが、各年度３回程度、合計６回程度の開

催を予定しており、学識経験者は廃棄物処理分野に精通した大学教授などを想定してお

ります。 

次に、学識経験者と組合を組織する地方公共団体の職員の人数比率につきましては、２

対１を想定しております。 

次に、調査審議する資料の内容につきましては、契約締結における仕様書やプロポーザ

ルにおける提案に基づき事業者選定支援業務受託者がとりまとめたものをもとに、組合

事務局にて議事資料を作成し調査、審議する手順となっております。 

以上でございます。 

○新道龍一議長 他に答弁はありませんか。一通り終わりました。 

  以上で、通告による質疑は終わりました。他に質疑はありませんか。 

 

【「質疑なし」と言う人あり】 

 

○新道龍一議長 質疑がないものと認め、質疑を終わります。暫時休憩します。 

午前１０時 ４７分 休憩 

—――――――――――――――――――――― 

            午前１０時 ４８分 再開 

○新道龍一議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

—――――――――――――――――――――― 
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△提出議案に対する討論、採決 

○新道龍一議長 これより討論を行います。ただいま討論の通告はありませんが、討論はあ

りませんか。 

 

【「討論なし」と言う人あり】 

 

○新道龍一議長 討論はないものと認め、討論を終わります。 

これより、採決を行います。 

議案第１号 令和８年度上尾伊奈資源循環組合一般会計予算について、原案のとおり

決することに賛成の方は、起立願います。 

 

【起立全員】 

 

○新道龍一議長 起立全員です。 

したがって、ただいまの議案は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第２号 上尾伊奈資源循環組合ごみ広域処理施設整備運営事業者選定委員

会条例の制定について、原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

 

【起立全員】 

 

○新道龍一議長 起立全員です。 

したがって、ただいまの議案は原案のとおり可決されました。 

次に、議案第３号 上尾伊奈資源循環組合特別職の職員で非常勤のものの酬及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について、原案のとおり決することに賛

成の方は起立願います。 

 

【起立全員】 

 

○新道龍一議長 起立全員です。 

したがって、ただいまの議案は原案のとおり可決されました。ただいま可決した議案の

取扱いについては、議長に一任願います。 

暫時休憩します。一般質問の通告がありますので、再開後、資源循環組合の事務に対す

る一般質問を行います。 

午前１０時 ４９分 休憩 

—――――――――――――――――――――― 

            午前１０時 ５０分 再開 
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○新道龍一議長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

—――――――――――――――――――――― 

 

△一般質問 

〇新道龍一議長 これより一般質問を行います。 

４番、井上智則議員。 

 

【４番 井上智則議員 登壇】 

 

〇井上智則議員 議席番号４番、井上智則でございます。議長から発言の許可をいただきま

したので、一問一答にて一般質問を執り行わせていただきます。何卒、よろしくお願いい

たします。 

  まず初めに、先月１月に上尾市または伊奈町で上尾伊奈ごみ広域処理施設に関する住

民説明会が開催されましたが、この説明会の参加人数についてお伺いいたします。 

〇新道龍一議長 ４番、井上智則議員の一般質問に対する当局の答弁を求めます。 

  林田局長。 

〇林田史浩局長 先月の１月１４日から２５日にかけて、上尾市及び伊奈町内の公共施設

において９会場１８回の住民説明会を開催いたしました。全体の参加者数は６２人です。 

〇新道龍一議長 井上智則議員。 

〇井上智則議員 ご答弁ありがとうございます。９会場１８回の開催で参加者数が６２名

ということで、大体平均しますと１開催当たり３人ちょっとということで、決して多い人

数ではなかったのかなというふうに思います。また、今回同じ会場で同じ日に昼と夜、開

催されたというようなところもあって、参加したくても都合が合わなかった方もいらっ

しゃると思いますので、今後、同様の説明会をする際には、今回の参加状況等を踏まえて、

より住民の皆さんが参加しやすい説明会を行っていただきたいと思います。 

では、今回６２名が参加されたということですが、周知方法はどのようにされたのかお

聞かせください。 

〇新道龍一議長 林田局長。 

〇林田史浩局長 組合のホームページの他、市町の広報誌やＳＮＳにて周知を行いました。 

〇新道龍一議長 井上智則議員。 

〇井上智則議員 組合ホームページや市の広報誌、ＳＮＳへの周知ということでした。 

上尾市の場合、公式ＬＩＮＥなどでもお知らせがありましたが、お知らせがあってから

実際の開催まで、一番最初が１４日、最後は２５日ということで結構期間があって、告知

はそのさらに前にやっていて、ちょうど年始というのもあり、色々なお知らせがＬＩＮＥ

の中に来て、気がついたらもうどこかに流れてしまっていたというようなことも実際今

回はありました。次回以降、開催される際に関しては、その都度お知らせをしているとす
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ごく回数が増えてしまって、受け取る側も大変だとは思いますので、例えば直近になって

から小出しでお知らせをしていただき、知らなかったという市民の方が少しでも減るよ

うな取り組みを、しっかり行っていただきますよう要望させていただきます。 

では、この住民説明会に参加された住民から主な声としてどのようなものがあったの

かお聞かせください。 

〇新道龍一議長 林田局長。 

〇林田史浩局長 住民からの主な声といたしましては、可燃ごみ処理施設の施設規模が現

在の上尾市と伊奈町の両施設の規模を足した数値よりも小さくなるが問題はないのか、

原市沼川に接しているが浸水被害はないのか、近年、ごみ処理施設の火災の原因となって

いるリチウムイオン電池対策はあるのか、といったご心配の声がございました。その他、

温浴施設を整備してほしいといったご要望などがございました。 

〇新道龍一議長 井上智則議員。 

〇井上智則議員 ありがとうございます。施設規模の妥当性とか、浸水被害への懸念、あと

は本当に最近かなり増えているリチウムイオン電池による火災などの対策について、そ

ういった心配の声などがあったということですね。特に、施設規模に関しては正直、毎回

どこの説明会に行っても同様のお声があると思います。上尾市伊奈町の現行施設の規模、

純粋な処理能力、つまり処理できるカタログスペックから比べると、大幅に減ったという

イメージがどうしても先行してしまうので、そこは丁寧に、かつ、それぞれの規模、処理

能力としてはこれぐらいあるけれど、実際のごみ量はこれぐらいだから、このくらいの処

理能力でも十分である旨の説明を予めしていただくと、市民また町民の方の不安の払拭

にもなります。そういった発信を積極的に行っていただくことで、安心感を与えていただ

くことも必要だと思いますので、そういった取り組みの方もお願いいたします。また、建

設場所の土地が農地で低くなっており、近隣はよく浸水するエリアになっているという

ご心配の声もありますので、十分対策は考えていただいているところですが、引き続きそ

うした懸念の払拭にもお努めいただけますよう、よろしくお願いいたします。 

  では、この１月の町民また市民を対象とした説明会の前に、地域住民を対象とした説明

会が開催されていますが、こちらの説明会の参加人数及び主な質問内容についてお聞か

せください。 

〇新道龍一議長 林田局長。 

〇林田史浩局長 昨年１１月に建設予定地周辺地域で開催した説明会の参加人数ですが、

伊奈町の柴中荻区２６人、上尾市の須ケ谷地区１６人、上平塚地区２４人、中平塚地区３

７人の合計１０３人でした。 

  主な質問内容は、新ごみ処理施設の処理能力や公害防止基準値、地盤高に関する質問の

他、都市計画道路上尾伊奈線の地盤高や東部浄水場交差点での右折帯の設置など、道路計

画に関する質問がございました。 

〇新道龍一議長 井上智則議員。 
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〇井上智則議員 ありがとうございます。地元の４地区で、合計１０３人の方が参加をされ

たということで、地域住民の方にとっては身近なことで、どういった問題があるんだろう

という意識も高く、これだけの人数の方が参加されたと思います。私は上尾市の方の地域

住民の説明会には参加させていただきましたが、やはりその中で一番大きかったのは、そ

の施設自体の不安というよりも、そこができることによって周辺環境がどう変わるのか

という不安のお声が多かったと思います。この地域住民の説明会に関しては、組合と上尾

市伊奈町のそれぞれの環境部局の方が参加されておりましたが、やはり周辺環境のこと

となると、環境部局の方だけでは、すぐにお答えができず、結局、持ち帰りになってしま

ったところもありました。説明会の中でもお声はあったかと思いますが、今後、道路など

を主管している部署や交通防犯を所管しているような部署も含めて、可能であれば説明

会に参加してもらうことで、地域住民の不安の払拭にも繋がっていくかと思います。また

今後、説明会を行われる際には、そういった調整も事前に行っていただけますよう、よろ

しくお願いいたします。 

  では続きまして、施設建設に向けた今後のスケジュール等について伺ってまいりたい

と思います。事業者選定等の今後の予定についてお聞かせください。 

〇新道龍一議長 林田局長。 

〇林田史浩局長 今後のスケジュールといたしましては、現在実施している環境影響評価

手続きを令和８年度末までに完了させ、ごみ広域処理施設の都市計画決定を行います。ま

た、施設の整備運営を行う事業者を、令和８年度から２カ年かけて選定してまいります。

用地に関しましては、令和８年度から、土地の不動産鑑定評価や移転が必要となる物件の

調査等を実施いたします。用地取得の完了を見込んでいる令和９年度中ごろから造成工

事に着手し、令和１０年度以降に施設の建設を開始します。令和１５年度の供用開始に向

けて、着実に事業を進めてまいります。 

〇新道龍一議長 井上智則議員。 

〇井上智則議員 ありがとうございます。令和１５年度の供用開始に向けて着実に進めて

いくというご答弁でした。元々、造成工事も前倒しになって進めていって、しっかりとそ

こに間に合わせるということで組合の方からもご説明をいただいております。特に、約１

年ちょっと後から実際の工事等も入っていく中で、これも地域住民の説明会の中でも

様々なお声もあったかと思うんですけれども、やはり、工事車両による渋滞対策であると

か、そういったところもしっかりと踏まえてやっていただきたいというふうに思ってお

ります。どうしてもあそこは、アクセス道路も数が限られているというところもあります

ので、そういったところも地域住民が安心できるよう交通安全や生活環境に配慮しなが

ら事業を進めていただきたいと思います。実際、別の事業ではありますけれど、原市沼調

節池の事業とかでは、近隣の方からトラックが頻繁に来て、振動で困るというお声もあり

ましたので、そういったことが懸念される、確実に声として出てくるであろうというよう

な内容もありますので、事前にしっかりと調査をしていただいて、今後、事業者が決定し
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た際には、調整いただきたいというふうに思っておりますので、何卒よろしくお願いいた

します。 

  では、実際にこの施設、ごみ処理施設の建設にあたってはおそらくプラントメーカーが

主導でやっていくっていうことになるかとは思うんですけども、この上尾市や伊奈町に

は、優れた技術を持っている建設事業者が非常に多くいらっしゃいます。施設建設や運営

において、そういった地元事業者の活用についての見解をお聞かせください。 

〇新道龍一議長 林田局長。 

〇林田史浩局長 施設建設や運営に関する地元の事業者の活用につきましては、今後の施

設整備運営事業者選定において検討してまいります。 

〇新道龍一議長 井上智則議員。 

〇井上智則議員 今後の事業者選定において検討されていくということでした。ぜひとも、

上尾市、伊奈町に本店や支店を置いて活動され、地元に根ざしてやっていただいてる方の

活用に関しては、やはり市、町にも税金も納めていて、かつ雇用の確保という観点からも

非常に大切なことであると思います。これだけ大規模な公共事業というのは、本当にここ

が最後ぐらいになっていくかというふうにも思いますので、地元の力をどう活用できる

かというのも含めて、今後考慮して検討していっていただきたいというふうに要望をさ

せていただきます。 

  では、続きましてこの施設が稼働した後、余剰電力も発生すると思いますので、その辺

も伺っていきたいというふうに思います。 

初めに、この新しいごみ処理施設が完成した際、まず発電量の見込みと、あとは自家消

費量の見込み、そして余剰電力量の見込みについてお聞かせください。 

〇新道龍一議長 林田局長。 

〇林田史浩局長 メーカーのヒアリングをもとにした現段階の年間見込みとなりますが、

発電量は約２，５００万キロワットアワー、自家消費量は約１，０００万キロワットアワ

ー、余剰電力は約１，５００万キロワットアワーとなっております。 

〇新道龍一議長 井上智則議員。 

〇井上智則議員 ありがとうございます。年間発電量が約２，５００万キロワットアワー、

自家消費量は約１，０００万キロワットアワー、余剰電力となるのが約１，５００万キロ

ワットアワーということで約６０％は余剰電力になるという見込みであるということが

わかりました。 

  それでは、この余剰電力の活用に関する方向性について伺います。 

〇新道龍一議長 林田局長。 

〇林田史浩局長 焼却熱で発電した電力は、施設運営の電力に優先的に使用した上で、電気

自動車用充電設備を設置して、地域の方々にご利用していただく計画としております。そ

れでも余った電力につきましては、売電することを基本としておりますが、小売電気事業

者等を介して、上尾市及び伊奈町の公共施設に電力供給することなどについても今後市
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町と協議しながら検討してまいります。 

〇新道龍一議長 井上智則議員。 

〇井上智則議員 ありがとうございます。まずは施設の電力使用を優先して、その後、電気

自動車の充電器などを設置して、さらに余った分は売電を基本としながらも今後、市町へ

の公共施設への供給も検討していくということでした。 

  それでは、ここでちょっと事例も踏まえてお伺いをしてまいりたいと思います。市町へ

の電力供給に関してはいくつか方法というものがあるかと思います。以前、組合で視察い

たしました伊丹と豊中の組合の方では、両市と協定を結んで、伊丹市、豊中市の公共施設

に送電する仕組みというのを構築しておりました。また、大阪府の仙北環境整備施設組合

という和泉市と泉大津市、高石市の３市で構成されている事務組合ですが、民間企業と共

同出資により、自治体新電力会社株式会社エネくる泉北を設立し、令和８年４月から泉北

クリーンセンターのごみ焼却において発生した余剰電力を、組合３市の公共施設に供給

する予定だというふうに聞いております。公共施設に送電することで余剰電力を有効活

用し、脱炭素社会の実現と地域経済の活性化を目指しているとのことです。このような取

り組みを参考に、当組合におきましても組合が出資する、地域新電力会社などの設立も検

討し、売電で地域外に出すのではなくクリーンな電力の地産地消を第一として進めるべ

きだというふうに思いますが、見解を伺います。 

〇新道龍一議長 林田局長。 

〇林田史浩局長 ごみ処理施設が生み出した電力を地産地消することは重要であると認識

しております。売電方法につきましては、課題等を整理し、他自治体の事例等を参考にし

ながら、市町と検討してまいります。 

〇新道龍一議長 井上智則議員。 

〇井上智則議員 ありがとうございます。地産地消を重要な課題と認識して、また、他の自

治体の事例を参考にしながら検討されるということでした。ぜひとも、他の一部事務組合

では新電力会社を作って、そこを構成する自治体に対して送電をしていく。そのような取

り組みも実現しております。埼玉県内でも地域新電力、ごみ処理の発電を生かしてやって

いるところがありますけれども、それは組合ではなく、自治体がそれぞれでやっていると

ころでございます。組合で設立すると、今のところ埼玉では初の取り組みになるかと思い

ます。上尾市も伊奈町もゼロカーボンをしっかり目指して今取り組んでいるというとこ

ろもありますし、これは組合の話でだけではないですが、せっかく再生可能エネルギーと

してゼロカーボンの電力を作っているのに、それを売電して地域外に出していながら、電

力をクリーン化するために、ゼロカーボンの電力を他から買うことは、本末転倒な流れに

もなってしまうと思います。せっかくここに新しいエネルギー源というものが発生をす

るわけですので、これをしっかりと活用して、ぜひとも埼玉を牽引するようなごみ処理施

設を建設していただくことを要望いたしまして、私の一般質問とさせていただきます。あ

りがとうございます。 
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〇新道龍一議長 以上で４番、井上智則議員の一般質問を終わります。 

  次に、１番、坂東知子議員。 

 

【１番 坂東知子議員 登壇】 

 

〇坂東知子議員 議席番号１番、坂東知子です。 

  通告にしたがい、一般質問させていただきます。 

  まず初めに、ごみ広域処理施設建設検討委員会について質問いたします。上尾市と伊奈

町との共同の新ごみ処理施設を建設するにあたって、どのような焼却方式となるのかは

とても重要だと思い、資源循環組合議員になる前も上尾市議として建設検討委員会を傍

聴してきました。その際に問題だと感じたことについて質問させていただきます。 

第７回上尾伊奈資源循環組合ごみ広域処理施設建設検討委員会では、可燃ごみ処理方

式の選定の議事が行われたのですが、ストーカ式とメタンコンバインド方式の比較をす

るため、事務局側が事前に定めた評価項目があり、確認結果の説明をされました。その説

明を受け、委員から地球温暖化対策について、公共施設が率先して取り組むことが重要と

考えることや、技術導入数を指標に用いることに疑問を感じるなど、評価項目に対して

様々な意見が出されていました。私も実際に傍聴していて、生ごみや燃えるごみからエネ

ルギーができるというメタンコンバインド方式の最も評価するべき評価が低いことや、

事務局の定めた評価項目に対し偏りを感じていました。そのような評価項目の議事資料

において、第８回上尾伊奈資源循環組合ごみ広域処理施設建設検討委員会では、評価項目

の温室効果ガス排出量の算出に誤りがあったと、追加資料が提出されました。当初、メタ

ンコンバインド方式は、温室効果ガス排出量がストーカ式に比べ約１５％少ないとされ

ていましたが、結果、ストーカ式よりも多いと算出されました。第７回での確認結果はど

のように調査して議事資料を作成したのか教えてください。 

〇新道龍一議長 １番、坂東知子議員の一般質問に対する当局の答弁を求めます。 

  林田局長。 

〇林田史浩局長 ストーカ式と、メタンコンバインド方式との比較検討のため、評価項目と

して設定した温室効果ガス排出量や排ガス量、燃料消費量など定量的に評価する項目の

数値は、メーカーからのヒアリング結果をもとに、基本計画策定支援事業者が算出し、組

合事務局にて議事資料を作成しました。第７回上尾伊奈資源循環組合ごみ広域処理施設

建設検討委員会後、組合事務局で再確認したところ、基本計画策定支援事業者が計算で使

用した数値に誤りがあったことから、第８回検討委員会において誤った内容を修正させ

ていただきました。 

〇新道龍一議長 坂東知子議員。 

〇坂東知子議員 誰しも間違いはあるかと思いますが、調査に関する重要な項目でしたし、

業者には１，７４９万円という多額の予算計上がされています。間違えていましたで済む
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話ではないと思います。今後、施設整備運営事業者選定支援業務の選定が行われていきま

すが、業者選定の際は慎重に行っていただきますようよろしくお願いいたします。 

続きまして、報酬についてお伺いします。 

管理者、副管理者、組合議員の仕事内容を教えてください。 

〇新道龍一議長 林田局長。 

〇林田史浩局長 正副管理者の仕事内容でございますが、上尾伊奈資源循環組合規約に管

理者及び副管理者の職務が定められており、管理者は組合を統括し、及び代表し、並びに

組合の事務を管理し執行する。副管理者は管理者を補佐し、管理者に事故があるとき、又

は管理者が欠けたときはその職務を代理するとしております。また、組合議員につきまし

ては、地方自治法第２９２条において準用する同法第９６条第１項に規定された、議会の

議決すべき事件として、組合における条例の制定や改正予算の作成、決算の認定などにつ

いてご審議いただく他、管理者の事務執行について、監視を行っていただくことでござい

ます。 

〇新道龍一議長 坂東知子議員。 

〇坂東知子議員 管理者と副管理者は、組合を統括し、事務を管理し執行するということは、

実務は職員が行うということですね。組合議員においても、これまでの条例や予算書を拝

見する限り、そんなに多くの仕事があるとは思えない状況かと思います。こちらの組合議

会も、組合議員になる前から傍聴していますが、予算書を見て、報酬額の高さに驚きまし

た。 

そこで、報酬額がどのように決まったのかお聞きいたします。資料１をご覧ください。

管理者、副管理者及び組合議員報酬について、令和５年第１回臨時会で専決処分されてい

たものから、第２回臨時会で現行の報酬に決定した経緯とその理由をお聞かせください。 

〇新藤龍一議長 林田局長。 

〇林田史浩局長 正副管理者の報酬につきましては、全国の報酬に関する事例や動向を踏

まえ、令和５年４月１日付専決処分において支給しないこととし、第１回臨時会において

議決をいただきました。しかしながら、報酬を支給しないことに対し、議案への質疑が出

されたことを受け、改めて県内のごみ、し尿に関する一部事務組合の事例や動向について

調査、検討を行いました。その結果、一部事務組合は、市町からは独立した特別地方公共

団体として責任を持った公務の運営を期する必要があり、県内では多くの一部事務組合

において正副管理者への報酬を支給していることから、第２回臨時会において、報酬額の

条例改正案を議会に上程し、審議、議決いただいたものでございます。 

  組合議員の報酬につきましては、組合の発足から第１回臨時会までの期間が短く、開会

までに報酬額を決定することが困難であったことから、第２回臨時会において上程し、審

議、議決いただいたものでございます。 

〇新道龍一議長 坂東知子議員。 

〇坂東知子議員 今のご答弁で重要なことは、全国の報酬に関する事例や動向を踏まえ報
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酬を支給しないことと、第１回臨時会で議決されていたということです。資料２をご覧く

ださい。第１回臨時会での村山元町議の質疑の内容になります。この質疑には再質疑があ

ったのですが、自己の意見のみのため、議事録から削除されています。一つ目の質疑でも

質問と捉えられる部分がなかったように思えますが、こちらの意見のような質疑に対し、

当時の次長は、管理者等の報酬につきましては、今後検討させていただきますと答弁され

ています。 

管理者、副管理者に対し報酬を支給しない当初案で両者は納得していた中、議案提出が

あり、専決決議したものだと思いますので、この質疑という名の意見を参考にした結果、

管理者等の報酬が発生することに至ったと考えるのが自然ですがご見解をお聞かせくだ

さい。 

〇新道龍一議長 林田局長。 

〇林田史浩局長 先ほどの答弁で申し上げましたとおり、第１回臨時会の議案質疑の後に、

改めて県内のごみ、し尿に関する一部事務組合の報酬状況について調査検討し、報酬の支

給及び報酬額について、第２回臨時会に上程したものでございます。 

〇新道龍一議長 坂東知子議員。 

〇坂東知子議員 この答弁ですと、質疑という名の意見を参考にした結果、管理者等の報酬

が発生することに至ったということを認めたと解釈いたしました。年２回しかない定例

会に対して、管理者、副管理者及び議員も含め、毎月報酬があることに対し、市民町民の

理解が得られないと思います。 

広域事業であっても、両市町の事業であることは変わりないので、改めて報酬について、

当初案に戻す検討をしていただきたいと思いますがご見解をお聞かせください。 

〇新道龍一議長 林田局長。 

〇林田史浩局長 当組合は、市町からは独立した特別地方公共団体であり、責任を持った公

務の運営を期する必要がございます。このため、正副管理者及び議員の皆様には、それぞ

れの職務に基づき役割を果たしていただく必要がございます。現行の報酬額につきまし

ては、県内の他の一部事務組合の状況を鑑みますと、適切であると考えております。また、

議会の承認をいただいておりますことから、現状におきましては、当初案に戻すことは考

えてございません。 

〇新道龍一議長 坂東知子議員。 

〇坂東知子議員 県内の他の一部事務組合の状況を鑑みますと適切であると考えておりま

す。とのことですが、当初案では、全国の報酬に関する事例や動向を踏まえ、管理者が議

案の提出をされたと思いますので、そちらの方が市民町民の感情にも配慮されてのご提

案だと感じました。議会の承認をいただいております。とのことから、現状におきまして

は当初案に戻すことは考えておりません。とのことですが、議会の承認を得た条例につい

ても、条例改正案を提出いただければ、審議できるかと思いますので、今一度考え直して

いただきたいと要望いたします。また責任を持った公務の運営を期する必要があるとの
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答弁ですが、報酬がないと責任を持った公務ができないという理解でよろしいでしょう

か。 

管理者、副管理者それぞれから答弁を求めます。 

〇新道龍一議長 畠山管理者。 

〇畠山稔管理者 それでは、ただいまの質問に対しまして、代表して管理者の私から答弁を

させていただきます。 

  上尾伊奈資源循環組合規約や地方自治法において、正副管理者及び組合議員の職務が

定められております。その規定に基づき、責任を持って、それぞれの職務における役割を

果たしていくものと考えております。 

〇新道龍一議長 坂東知子議員。 

〇坂東知子議員 今の答弁ですと、質問の答えになっていません。私がお聞きしているの

は、当初案では報酬のない議案が専決処分されていますが、変更となった理由についてお

聞きしています。規定は条例によって改正できるものですので、管理者と副管理者には、

今一度年２回の定例会しかない議会において、年間２０万円以上の給与が適正なのか考

えていただきたいと思います。私も組合議員となり、毎月１万７，０００円の報酬をいた

だきます。報酬に見合う仕事をしたいとは思いますが、仕事内容など自身で体感し、報酬

に見合わないと思えば、また報酬について一般質問させていただきます。 

次に、市民周知について質問いたします。これまで、ごみ処理施設の進行状況を上尾市

民、伊奈町民に広報しているのか、またその方法を教えてください。 

〇新道龍一議長 林田局長。 

〇林田史浩局長 組合事業の周知方法につきましては、組合ホームページの他、市町の広報

誌において、年２回、予算や決算、事業スケジュールなどを掲載し、周知を図っておりま

す。また、事業の進捗ごとに、施設整備の内容や事業スケジュールについての住民説明会

を市及び町の公共施設９会場にて、これまで３６回開催いたしました。なお、住民説明会

や施設整備基本計画案のパブリックコメント実施の際は、市町のホームページやＳＮＳ

を活用し、周知を図っております。建設予定地周辺地域にお住まいの方に対しましては、

伊奈町の柴中荻、上尾市の須ケ谷、上平塚、中平塚の各地区の集会所において、これまで

１２回の説明会を開催しており、チラシ配布などで周知をいたしました。 

〇新道龍一議長 坂東知子議員。 

〇坂東知子議員 新しいごみ処理施設が建設されることを知らない市民もまだまだ多いで

す。また、上尾市議会では、用地購入の費用や埋め立てを行う土地の土はどこから運ばれ

てくるのかなどについても心配する意見がありましたので、適時説明していただきたい

と要望いたします。また、上尾市では、上尾市ゼロカーボン宣言を掲げていますが、多く

の自治体がゴミ処理施設の発電を利用することにより、ゼロカーボンの推進や実現に近

づけているようです。新ごみ処理施設は、一部事務組合であるがために、その発電を上尾

市や伊奈町で活用することができない状況です。この事情についても、上尾市、伊奈町と
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組合が連携していただければと思います。また、建設予定地周辺地域の方々からは、道路

事情など心配の声は私にも届いていますので、今後も十分な説明をお願いいたします。 

上尾市のごみ収集の方法や回数などを審議する上尾市廃棄物減量等推進審議会があり

ますが、私はそちらの委員にもなれまして、先日審議会が開催されました。上尾市の審議

会の情報と伊奈町のごみ収集に関する情報などを共有し、組合との連携がますます大切

になってくるかと思います。市長と管理者、町長と副管理者は同じですので、情報を共有

していただき、両市町のごみ処理に関する事項について連携をとり、市民町民にとってよ

りよいごみ処理施設にしていただきたいと思います。 

以上で私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

〇新道龍一議長 以上で１番、坂東知子議員の一般質問を終わります。 

以上で、本定例会に付議された案件の審議は、全て終了しました。 

—――――――――――――――――――――― 

          △管理者あいさつ 

○新道龍一議長 この際、挨拶のため管理者から発言を求められておりますので、これを許

します。畠山管理者。 

 

【畠山稔管理者 登壇】 

 

○畠山稔管理者 議長からお許しをいただきましたので、御礼のご挨拶を申し上げます。 

本定例会にご提出いたしました議案につきまして、慎重なるご審議を賜り、感謝を申し

上げます。議案の審議を通じて賜りましたご意見、ご提言につきましても、これを真摯に

受け止め、今後の組合行政の運営に生かしてまいりたいと考えております。 

今後とも組合行政の進展のため、力の限り取り組んでまいる所存でございます。 

議員各位におかれましては、一層のご理解とご協力を賜りますよう、お願いを申し上げ

まして、挨拶とさせていただきます。本日は誠にありがとうございました。  

—――――――――――――――――――――― 

          △閉会の宣告 

○新道龍一議長 以上をもちまして、令和８年上尾伊奈資源循環組合議会２月定例会を閉

会いたします。大変ご苦労さまでございました。 

午前 １１時 ２５分 閉会 

—――――――――――――――――――――― 
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